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１　職員の任免及び職員数に関する状況　 　

（2）職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢

一般行政職 （平成22年4月1日現在）
区分

平均年齢平均給与月額平均給料月額

41.9歳364,956円318,200円新冠町

41.9歳395,666円325,579円国

44.9歳396,514円328,099円北海道

23年度職員数
（H23.4.1現在）

23年度当初
人事異動

23年度
採用者数

22年度中
退職者数

22年度中
採用者数

 平成22年度職員数
区　　分

うち定年退職うち新規採用（H22.4.1現在）

    3人－－－－－－    3人特 別 職

  73人▲6人4人3人9人1人1人  83人町 長 部 局

  31人    7人6人2人2人－1人  20人教 育 委 員 会

    2人▲1人－－－－－    3人議 会 事 務 局

    2人－－－－－－    2人農 業 委 員 会

    1人▲1人－－－－－    2人簡 易 水 道 会 計

    1人－－－－－－   1人下 水 道 会 計

  20人    1人3人2人5人1人－  20人介護サービス会計

  19人－－－1人1人1人  19人病 院 会 計

152人    0人13人7人17人3人3人153人合　　計

（1）給与支払額 （平成22年度決算見込）

一人当り給与費
(A/Ｂ)

給　　与　　費
職員数
(A)

計(Ｂ)寒冷地手当期末・勤勉手当職員手当給　料

5,564千円834,639千円13,487千円190,871千円91,817千円538,464千円150人

　※特別職と医師分を除く

（3）職員の初任給と経験年数別平均給料月額
一般行政職 （平成22年4月1日現在）

初任給区分 30年以上
35年未満

20年以上
25年未満

10年以上
15年未満

412,700円353,600円267,900円172,200円大学卒

402,100円336,000円265,700円152,800円短大卒

386,000円330,400円238,800円140,100円高校卒

2　給与費の状況　 　

新
冠
町
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に
つ
い
て

　新冠町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例に基づき、平成２２年度の人事行政の運営新冠町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例に基づき、平成２２年度の人事行政の運営等等

状況を公表します状況を公表します。。

職員数については、平成22年4月1日現在の153名から平成22年度中の採用者3　職員数については、平成22年4月1日現在の153名から平成22年度中の採用者3名、退職名、退職者者

17名 （うち定年退職者7名）を差引き、さら平成23年4月1日付新規採用として117名 （うち定年退職者7名）を差引き、さら平成23年4月1日付新規採用として13名採用し3名採用しまま

したので、平成23年4月1日現在の職員数は前年度から1名減の15２名となっておりますしたので、平成23年4月1日現在の職員数は前年度から1名減の15２名となっております。。

給与については、民間企業の給与水準を適正に反映させている国家公務員の給与 （人事院勧告　給与については、民間企業の給与水準を適正に反映させている国家公務員の給与 （人事院勧告））

に準じ、議会の審議を経て条例により決定しております。なお、平成22年度の一般行政職の給に準じ、議会の審議を経て条例により決定しております。なお、平成22年度の一般行政職の給与与

水準 （ラスパイレス指数）は、国家公務員を100とすると、新冠町職員は97水準 （ラスパイレス指数）は、国家公務員を100とすると、新冠町職員は97.5となっております.5となっております。。

年齢別職員構成の状況 （平成23年4月1日現在）

６0歳以上
55年以上
60年未満

50年以上
55年未満

45年以上
50年未満

40年以上
45年未満

35年以上
40年未満

30年以上
35年未満

25年以上
30年未満

20年以上
25年未満

20歳未満年齢構成

6人21人11人18人17人31人22人14人11人1人職員数
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（4）職員手当の状況 （平成22年度）

内　　容手　当　名内　　容手　当　名

　　　　   期末手当　   勤勉手当
  6月期　　1.25月　　　0.7月
12月期　　1.35月　     0.65月
     計   　　  2.6月　　  1.35月

・職制上の段階、職務の級による役職加算 （5～15％）あり

期末手当

勤勉手当

（6月・12月支給）

●配偶者　月額13,000円

●扶養親族 （配偶者を除く）

　1人につき　月額 6,500円

※満16歳から22歳までの子供1人当り5,000円加算

扶養手当

（毎月支給）

●寒冷地に在勤し、常時勤務に服する職員に支

給される手当で扶養親族の人数に応じて支給

　支給額　44,000円～116,800円

寒冷地手当

（11月～3月支給）

●借家等 （12,000円を超える者に限る）の場

合、家賃に応じて月額27,000円を限度に支給

●持ち家　　月額7,500円

住居手当

（毎月支給）

●著しく危険、不健康その他特殊な勤務につい

たときに支給

・夜間看護手当　

　1回の勤務時間に応じ2,000円～6,800円

・Ｘ線手当　1日　230円

特殊勤務手当

（勤務実績）

（片道2km以上の者に限る）

●交通機関等を利用する場合

　運賃に応じ月額55,000円を限度に支給

●自家用車を利用する場合

　通勤距離に応じて月額2,000円～24,500円

の範囲で支給

通勤手当

（毎月支給）

●正規の勤務時間を超えて勤務することを命ぜ

られた職員に支給

時間外勤務手当

（勤務実績）●管理又は監督の地位にある職員に支給

　課長相当職　　　給料月額の10％

　総括主幹相当職　給料月額の8％

管理職手当

（毎月支給） ●宿直勤務、日直勤務を命ぜられた職員に支給

・医師　1回につき15,000円

・その他　  1回につき4,200円以下

宿日直手当

（勤務実績）

（5）特別職の報酬等の状況 （平成22年度）

期末手当月　　額職　　　名

 　 6月期　  1.7月

　12月期　1.65月

　　  計      3.35月

720,000円町　　　長

600,000円副　町　長

560,000円教　育　長

　  6月期　　1.0月

　12月期　　2.0月

　　  計    　  3.0月

280,000円議　　　長

230,000円副　議　長

210,000円常任委員長

210,000円議会運営委員長

205,000円議　　　員

3　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

（1）勤務時間
8時30分から17時15分まで始業・終業時刻

12時から13時まで休憩時間

（2）休暇
年次有給休暇、病気休暇、特別休暇、

介護休暇、組合休暇
休暇の種類

年間20日を付与

（前年残日数を繰越し、年40日を限度）

平成22年平均使用日数　10.4日／人

有給休暇付与日数

（1）分限処分
降任休職免職処分の種類

－1人－人数

（2）懲戒処分
戒告減給停職免職処分の種類

1人1人－－人数

参加人数内　　容研　修　名

3人新採用職員として必要な基礎知識の取得　職員基礎研修 （胆振・日高町村会）

4人採用2年目職員として必要な知識の取得　初級研修 （胆振・日高町村会）

2人自治政策課題に関する高度な専門研修　中央研修 （市町村アカデミー）

1人実践的かつ高度な専門知識の取得　北海道派遣研修

3人管理・監督者として必要な知識の取得　管理・指導能力研修 （市町村職員研修センター）

6人法務基礎、まちづくり戦略など　その他研修 （町村会など）

4　職員の分限及び懲戒処分の状況 　

5　職員の研修状況　 　

（3）育児休業及び介護休暇の取得状況 （平成21年度）
介護休暇育児部分休業育児休業区　分

－－－男性職員

－－2人女性職員
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後期高齢者医療制度のお知らせ
～　平成23年度の保険料のお支払いについて　～

　後期高齢者医療制度は、被保険者 （加入者）の皆様にご負担いただいている保険料によって成り

立っています。皆様が将来にわたって安心して医療を受けるための貴重な財源となりますので、今

後とも保険料をお支払いいただきますよう、お願いします。

算平成23年度保険料の計算方法

1年間の保険料

（100円未満切捨て）
＝

所 得 割

【本人の所得に応じた額】

(平成22年中の所得－33万円)　×　10.28％

＋

均 等 割

【1人当たりの額】

44,192円

　●1年間の保険料の上限額は50万円です。

　●年度の途中で加入したときは、加入した月からの月割で計算します。

算保険料の軽減

①均等割の軽減 （年額）

　●軽減は被保険者と世帯主の所得の合計で判定します。

　●被保険者ではない世帯主の所得も判定の対象となります。

②所得割の軽減

　●被保険者個人の所得で計算します。

③被用者保険の被扶養者だった方の軽減

　●この制度に加入したときに被用者保険の被扶養者だった方については、所得割はかからず、均

　　等割が9割軽減となります。

　　※被用者保険とは、協会けんぽ等、主にサラリーマンの方々が加入している健康保険のことで、

　　　市町村の国民健康保険等は含まれません。

☆平成23年度の保険料額につきましては、7月に個別にお知らせしますので、ご確認ください☆

（保険料率は、平成22年度と変わりません）

●5

●口座振替を希望される方は、役場保健福祉課保健福祉グループへお申し出ください。

● 『年金からのお支払い』の場合は、手続きの必要はありません。

　ただし、次のいずれかに当てはまる方は、「年金からのお支払い」ができないため、「納入通知

　書」や 「口座振替」によりお支払いいただきます。

　なお、この制度に加入してからおよそ半年間は、「年金からのお支払い」ができません。

　「納入通知書」や 「口座振替」でお支払いください。

　※保険料は、所得税や個人住民税の社会保険料控除の対象となります。

東日本大震災に被災された後期高齢者医療保険の被保険者の皆様へ　

東日本大震災に被災された被保険者につきましては、下記のとおり対応いたします。

◆保険証をお持ちでない方

　保険証を紛失あるいは家庭に残したまま避難していることにより、保険証をお持ちでない場

　合、氏名・生年月日・住所を医療機関にお申し出いただくことで受診することができます。

　（受診する医療機関にお問い合わせください）

◆保険料や医療機関へのお支払いが困難な方

　住宅、家財またはその他の財産について著しい損害を受けたことにより、保険料や医療機関へ

　のお支払い （一部負担金）が困難となった方については、申請により、減額、免除または徴収

　猶予が受けられる場合があります。また、年金から保険料をお支払いすることが困難な場合

　については、「口座振替」や 「納入通知書」によるお支払いに変更することもできます。

問 い合 わ せ先

　　新冠町役場

　　保健福祉課　保健福祉グループ

　　緯47・2113（直通）

　北海道後期高齢者医療広域連合

　  〒060-0062　札幌市中央区南2条西14丁目　国保会館6階

　緯011・290・5601

算保険料の減免

算保険料のお支払い方法

●保険料のお支払いが困難な場合は、役場保健福祉課保健福祉グループへご相談ください。

　災害、失業などによる所得の大幅な減少、その他特別の事情で生活が著しく困窮し、保険料の

　お支払いが困難な方については、保険料の減免を受けられる場合があります。

◆　年金額が１８万円未満の方 （介護保険料が年金から引かれていない方）

◆　介護保険と後期高齢者医療制度の保険料の合計が、介護保険料が引かれている年金額の

　　半分を超える方

●

●

●

●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

保険料のお支払いは

『年金からのお支払い』と 『口座振替』を選ぶことができます

【お申し出の際に必要なもの】～ご本人の保険証、預金通帳とお届け印～
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ー
ズ
の
元

選
手
、
立
石
尚
行
さ
ん
と
池

田
剛
基
さ
ん
に
来
て
い
た
だ

き
、
午
前
中
は
新
冠
町
野
球

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
や
町
内
の

野
球
関
係
者
等
と
、
朝
日
小

学
校
敷
地
内
に
ア
オ
ダ
モ
の

植
樹
、
午
後
か
ら
は
町
民
グ

ラ
ン
ド
に
お
い
て
、
小
学
生

対
象
に
野
球
の
指
導
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

題
あ れ こ れ
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5
月
　
日
に
地
震

・
津
波
、
6
月
3
日

17

に
は
火
災
を
想
定
し
、
認
定
子
ど
も
園

ド
・
レ
・
ミ
に
お
い
て
初
の
避
難
訓
練
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
5
月
　
日
17

に
行
な
わ
れ
た
避
難
訓
練
で
は
、
3
月
　11

日
の
東
日
本
大
震
災
の
大
津
波
を
受
け
、

津
波
警
報
発
令
の
想
定
で
、
0
歳
か
ら
6

歳
ま
で
の
園
児
、
支
援
セ
ン
タ
ー
に
来
て

い
た
親
子
を
含
む
総
勢
1
5
0
人
が
約
2

5

０

ｍ
離

れ

た
役

場

庁

舎

2

階

の
会

議

室

に
、
約
　
分
10

か
け
避

難

し
ま
し
た
。

（
写
真
は
6

月
3
日
の
避

難
訓
練
の
様

子
で
す
。）

　
新
冠
ヒ
ル
ズ
は
、
3
月
　
日
11

に
発
生
し
た
、
東
日
本
大
震
災

の
義
援
金
と
し
て
、
震
災
発
生

日
か
ら
4
月
　
日
ま
で
の
宿

30

泊
売
上
金
の
　
％
相
当
額
1

15

2
1
万
4
、
5
0
6
円
と
温
泉

及
び
ホ
テ
ル
フ
ロ
ン
ト
に
設

置
し
た
義
援
募
金
箱
に
利
用

者
か
ら
募
金
し
て
い
た
だ
い

た
　
万
3
3
8
円
を
新
冠
町

10
を
経
由
し
日
本
赤
十
字
に
寄

付
し
ま
し
た
。

　
教
育
委
員
会
で
は
、
6
月
1

日
か
ら
6
月
　
日
ま
で
を
食

30

育
・
早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
運

動
期
間
と
し
、
期
間
中
の
月
曜

日
か
ら
金
曜
日
の
午
前
６
時

半
か
ら
、
役
場
横
に
あ
る
レ
・

コ
ー
ド
パ
ー
ク
に
お
い
て
ラ

ジ
オ
体
操
と
ス
ト
レ
ッ
チ
に

よ
る
健
康
体
操
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
是
非
健
康
の
た

め
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

6
月
は
健
康
づ
く
り
体
操
月
間

地
震

・
津
波

・
火
災

ド
・
レ
・
ミ
で
初
の
避
難
訓
練
実
施

新
冠
ヒ
ル
ズ
か
ら
義
援
金
1
3
1
万
4
、
8
4
4
円

　
5
月
　
日
、
朝
日
小
学

12

校
に
お
い
て
、
春
の
地
域

安
全
運
動
の
一
環
と
し
て

防
犯
教
室
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
防
犯
教
室
は
、
3
、

4
年
生
を
対
象
に
例
年
行

な
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、

当
日
は
、
静
内
警
察
署
の

方
が
不
審
者
に
扮
し
、
子

ど
も
た
ち
の
対
応
に
つ
い

て
指
導
し
ま
し
た
。

　
4
月
　
日
、
静
内
警
察
署

28

に
お
い
て
、
地
域
交
通
安
全

活
動
推
進
委
員
の
委
嘱
状

の
交
付
式
が
あ
り
、
節
婦
町

の
川
村
孝
一
さ
ん
と
小
林

リ
エ
子
さ
ん
が
委
員
と
し

て
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
２
人
は
、
地
域
に
お

け
る
交
通
事
故
防
止
活
動

な
ど
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

活
動
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
っ
て
ま
す
。

地
域
交
通
安
全
活
動
推
進
委
員
に
委
嘱

朝
日
小
学
校
で
防
犯
教
室

話
ま ち の
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●
問
い
合
わ
せ
先
　
保
健
福
祉
課
保
健
福
祉
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
 　
　
 緯
　
・
２
１
１
３

47

人
に
1
人
が
が
ん
に
な
り
、
3
人
に
1
人

が
が
ん
で
命
を
落
と
し
て
い
る
、
世
界
で

も
有
数
の

「
が
ん
大
国
」
日
本
。
こ
の
よ
う
な
が

ん
か
ら
命
を
守
る
た
め
に
、
最
も
有
効
な
方
法
は
、

が
ん
検
診
で
す
。

　
が
ん
検
診
を
受
け
る
と
、
自
覚
症
状
の
な
い
小

さ
な
が
ん
も
発
見
す
る
こ
と
が
出
来
、
早
期
発

見

・
早
期
治
療
へ
と
つ
な
げ
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
乳
が
ん
は
、
乳
房
に
で
き
る
が
ん
の
こ
と
で
、

女
性
に
で
き
る
が
ん
の
中
で
最
も
多
く
、
年
間
４

万
人
の
方
が
乳
が
ん
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

日
本
人
女
性
　
人
に
１
人
が
乳
が
ん
に
か
か
る
と

２０

い
う
計
算
で
、
特
に
　
代
後
半
の
女
性
に
最
も
発

４０

生
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
以
前
は
　
代
以
上
の
女
性
に
多
く
み

４０

ら
れ
て
い
た
乳
が
ん
で
す
が
、
最
近
で
は
　
代
で

３０

の
発
症
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
次
に
子
宮
が
ん
で
す
が
、
子
宮
が
ん
に
は
、
子

宮
の
奥
側
、
体
部
に
で
き
る

「
子
宮
体
が
ん
」
と

子
宮
の
入
り
口
部
分
に
で
き
る

「
子
宮
頸
が
ん
」

の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。
子
宮
に
で
き
る
が
ん
の

う
ち
、
７
割
が

「
子
宮
頸
が
ん
」
で
、
特
に
　
代
２０

～
　
代
の
女
性
に
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

３０

　
こ
の
よ
う
な
が
ん
か
ら
命
を
守
る
た
め
に
は
、

早
期
の
段
階
で
が
ん
を
発
見
し
、
治
療
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
自
覚
症
状
の
な
い
小
さ
な
が
ん
を

発
見
す
る
に
は
、
が
ん
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
何

よ
り
大
切
で
す
。
が
ん
か
ら
自
分
の
体
を
守
る
た

め
に
、
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診
を
は
じ
め
て
み

ま
せ
ん
か
。

※
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
政
事
務
委
託
文
書

で
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。
　

『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『
婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦
人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人
科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科
検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検

婦
人
科
検
診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診
』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』
のののののののののののののののののののの
季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季
節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節
でででででででででででででででででででで

の
季
節
で
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

2「
は
じ
め
ま
せ
ん
か
。
―
あ
な
た
の

た
め
に
―
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診
」

産日にち：平成23年7月18日 （月）

　　　　：平成24年1月21日 （土）

産場所　：新冠町保健センター

　※今年度は、上記の日程で集団検診を2回実施いたします。

産対象

　＜乳がん検診＞

　町内在住の40歳以上の女性

　※昨年、乳がん検診を受けて 「異常なし」と

　判定された方は2年に1度の検診となります。

　＜子宮がん検診＞

　町内在住の20歳以上の女性

月
　
日

6月7月

静
内
保
健
所
か
ら
　
緯
　
・
０
２
５
１

42

7月

　
日
画

17 　
日
　
 

24

（金）

　
日
峨

12　
日
我

13　
日
牙

14　
日
俄

181
日
　（金）

時
　
間

受
付
　
時
～

13　
　
時
　
分

16

30

受
付

9
時
　
分
～

45

　
　
時
　
分

10

15

受
付
　
時
～

13　
　
時
　
分

13

15

受
付
　
時
～

13　
　
時
　
分

13

20

受
付
　
時
　
分
～

13

30

　
　
時
　
分

15

30

受
付
　
時
～

13　
　
時
　
分

16

30

受
付

8
時
　
分
～

30

　
時
　
分
～

10

00

　
時
　
分
～

12

30

　
時
　
分
～

13

30

　
時
　
分
～

13

30
　
時
　
分
 

15

30

事

業

名

フフフフフフフフフフフフフフ
ッッッッッッッッッッッッッッ
素素素素素素素素素素素素素素
塗塗塗塗塗塗塗塗塗塗塗塗塗塗

フ
ッ
素
塗
布布布布布布布布布布布布布布布

44444444444444
・・・・・・・・・・・・・・
77777777777777
・・・・・・・・・・・・・・

ケケケケケケケケケケケケケケ

4
・
7
・　
ケ
月月月月月月月月月月月月月月月

111111111111112222222222222212

児児児児児児児児児児児児児児
健健健健健健健健健健健健健健
康康康康康康康康康康康康康康
診診診診診診診診診診診診診診

児
健
康
診
査査査査査査査査査査査査査査査

11111111111111
歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳
66666666666666
ケケケケケケケケケケケケケケ
月月月月月月月月月月月月月月

1
歳
6
ケ
月

・・・・・・・・・・・・・・・

33333333333333
歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳
児児児児児児児児児児児児児児
健健健健健健健健健健健健健健
康康康康康康康康康康康康康康
診診診診診診診診診診診診診診

3
歳
児
健
康
診
査査査査査査査査査査査査査査査

ＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢ
ＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣ
ＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧ
予予予予予予予予予予予予予予
防防防防防防防防防防防防防防
接接接接接接接接接接接接接接

Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種種種種種種種種種種種種種種種

離離離離離離離離離離離離離離
乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳
食食食食食食食食食食食食食食
教教教教教教教教教教教教教教

離
乳
食
教
室室室室室室室室室室室室室室室

フフフフフフフフフフフフフフ
ッッッッッッッッッッッッッッ
素素素素素素素素素素素素素素
塗塗塗塗塗塗塗塗塗塗塗塗塗塗

フ
ッ
素
塗
布布布布布布布布布布布布布布布

婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦
人人人人人人人人人人人人人人
科科科科科科科科科科科科科科
検検検検検検検検検検検検検検

婦
人
科
検
診診診診診診診診診診診診診診診

ここここここここここここここ
ここここここここここここここ
ろろろろろろろろろろろろろろ

こ
こ
ろ
ののののののののののののののの

健健健健健健健健健健健健健健
康康康康康康康康康康康康康康
相相相相相相相相相相相相相相

健
康
相
談談談談談談談談談談談談談談談

場
　
所

保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
セ
ン
タ
ー

※
要
予
約

（
6
月
　
日
〆
切
り
）

27

健健

康康

カ

レ

ン

ダ

カ

レ

ン

ダ

ーー
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介護ワンポイント アドバイ介護ワンポイント　アドバイスス　○○111166 

　●保健福祉課保健福祉グルー●保健福祉課保健福祉グループプ

（役場内  （役場内　緯緯47・2113（直通）47・2113（直通）))

介護のことは、お気軽にご相談ください。介護のことは、お気軽にご相談ください。　

保健福祉グループ保健福祉グループ　高橋 昌嗣高橋 昌嗣

《「
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
す
る
・
さ
せ
る
」

な
ど
…
こ
れ
は
性
的
虐
待
で
す
》

　
高
齢
に
な
れ
ば
、
誰
で
も
ミ
ス
を
し
や
す

く
な
り
ま
す
。
う
ま
く
で
き
な
い
こ
と
も

増
え
て
き
ま
す
。
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
辱
め

る
よ
う
な
行
為
は
し
つ
け
で
は
な
く
、
性
的

虐
待
に
な
り
ま
す
。
「
し
つ
け
」
と
は
、
自
立

で
き
る
よ
う
に
人
格
と
人
権
を
尊
重
し
て

行
わ
れ
る
行
為
を
い
い
、
苦
痛
や
悪
影
響
を

及
ぼ
し
、

人
権
侵
害

的
行
為
と

な
れ
ば
、

そ
の
行
為

は

「
し
つ

け
」
で
は

な

く
、

「
虐
待
」

に
な
り
ま

す
。
相
手

の
気
持
ち

を
考
え
て

み
ま
し
ょ

う
。 【

み
ん
な
で
防
ご
う
 

　
　
高
齢
者
虐
待
6
】

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
有
酸
素
運
動
の
基
本
で
す
。

継
続
し
て
行
え
ば
内
臓
脂
肪
を
燃
や
す
効
果
は

ジ
ョ
ギ
ン
グ
以
上
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
い

く
ら
歩
い
て
も
体
重
が
落
ち
な
い
人
は
、
歩
幅

を
意
識
し
て
大
き
く
し
ま
し
ょ
う
。
年
齢
と
と

も
に
歩
幅
は
せ
ま
く
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
標
準
的
な
目
安
は
、
身
長

（唖
）
か
ら
1

0
0
唖
引
い
た
長
さ
で
す
。

　
ま
た
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
効
果
を
あ
げ
る
に

は
、
正
し
い
歩
き
方
が
大
切
で
す
。
正
し
い
歩

き
方
で
な
け
れ
ば
、
効
果
が
薄
い
ば
か
り
で
は

な
く
、
腰
や
ひ
ざ
を
痛
め
る
原
因
に
な
り
ま
す
。

　
運
動
を
行
う
時
の
注
意
点
と
し
て
は
、
こ
ま

め
な
水
分
補
給
と
、
無
理
を
せ
ず
体
調
が
悪
い

時
は
休
む
こ
と
で
す
。
脱
水
状
態
に
な
る
と
血

液
が
流
れ
に
く
く
な
り
、
大
変
危
険
で
す
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
　
分
か
ら
１
時
間
前
に
コ
ッ

30

プ
１
杯
程
度
の
水
を
飲
ん
で
お
く
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。
の
ど
の
渇
き
を
感
じ
た
時
は
す
で

に
体
の
水
分
は
か
な
り
不
足
し
て
い
ま
す
。
の

ど
の
渇
き
が
な
く
て
も
水
分
は
必
ず
と
り
ま

し
ょ
う
。

　
あ
ま
り
運
動
習
慣
の
な
い
人
や
血
圧
が
高
め

の
人
、
持
病

（
膝
や
腰
の
痛
み
等
も
含
む
）
の

あ
る
人
な
ど
は
医
師
に
相
談
し
て
か
ら
始
め
ま

し
ょ
う
。

めざせ ！N（新冠）K（健康）P（プロジェクト）

　靴選びが肝心

　靴ひもで足がしっかり固定

されるもの、着地のショック

を十分に吸収できるように、

ある程度かかとが厚くしっか

りとしたものが適しています。

かかとはぴったりで、つま先

に余裕があるものを選びま

しょう。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
効
果
を
あ
げ
る
コ
ツ
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障
害
基
礎
年
金
は
、
国
民
年
金
に
加
入

し
て
い
る
間
に
初
診
日

（
障
害
の
原
因
と

な
っ
た
病
気
や
ケ
ガ
に
つ
い
て
、
初
め
て

医
師
の
診
療
を
受
け
た
日
）
が
あ
る
病
気

や
ケ
ガ
な
ど
で
、
法
令
に
よ
り
定
め
ら
れ

た
障
害
等
級
表

（
１
級

・
２
級
）
に
よ
る

障
害
の
状
態
に
あ
る
間
は
障
害
基
礎
年
金

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
国
民
年
金
の
加
入
期
間
が
終
了

し
た
方
で
も
、　

歳
以
上
　
歳
未
満
の
間

６０

６５

に
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
の
初
診
日
が
あ
れ
ば
、

障
害
基
礎
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
　
障
害
基
礎
年
金
の
年
額
は
、
１
級
が
９

８
６
、
１
０
０
円
、
２
級
が
７
８
８
、
９

０
０
円
で
す
。

　
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、

初
診
日
の
あ
る
月
の
前
々
月
ま
で
の
公
的

年
金
の
加
入
期
間
の
３
分
の
２
以
上
の
期

間
に
つ
い
て
、
保
険
料
が
納
付
ま
た
は
免

除
さ
れ
て
い
る
こ
と

（「
３
分
の
２
要
件
」

と
言
い
ま
す
）
を
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
こ
の

「
３
分
の
２
要
件
」
を
満
た
せ
な

く
と
も
、
初
診
日
の
あ
る
月
の
前
々
月
ま

で
の
１
年
間
の
保
険
料
が
納
付
ま
た
は
免

除
さ
れ
て
い
れ
ば
良
い
こ
と
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。
（「
特
例
要
件
」
と
言
い
ま
す
）

　
な
お
、
前
記
の

「
３
分
の
２
要
件
」
「
特

例
要
件
」
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
、
初
診

日
の
前
日
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
要
件
を

満
た
し
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
初
診

日
の
後
に
保
険
料
を
納
め
た
と
し
て
も
、

資
格
要
件
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、

裁
定
請
求
の
手
続
き
を
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。
窓
口
は
役
場
と
な
っ
て
お
り
、
障

害
基
礎
年
金
を
支
給
す
る
か
否
か
の
審
査

は
年
金
事
務
所
で
行
わ
れ
ま
す
。
裁
定
請

求
を
行
う
に
は
、
医
師
が
記
載
す
る
書
類

も
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
町
民
生
活
課

ま
た
は
年
金
事
務
所
に
ご
相
談
下
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
町
民
生
活
課
町
民
生
活
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
緯
　

・
２
１
１
２

４７

　
北
海
道
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例

（
北
海
道
ペ
ッ
ト
条
例
）
で
は
動

物
を
正
し
く
飼
う
こ
と
や
人
に
迷
惑
を
か

け
な
い
よ
う
飼
主
の
責
任
が
明
確
に
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

《周
辺
環
境
の
保
全
》

　
北
海
道
ペ
ッ
ト
条
例
に
お
い
て
は

「
ふ

ん
、
毛
又
は
羽
毛
等
の
汚
物
を
適
正
に
処

理
す
る
」
こ
と
が
飼
主
の
責
任
と
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　
最
近
で
は
、
市
街
地
に
お
い
て
犬
の
ふ

の
放
置
が
頻
発
し
て
お
り
ま
す
。
犬
の
ふ

ん
の
処
理
は
飼
主
の
義
務
で
す
の
で
、
必

ず
後
始
末
を
お
願
い
し
ま
す
。

《罰
則

（動
物
愛
護
法
）》

　
み
だ
り
に
愛
護
動
物
を
殺
傷
し
た
者
に

は
、
１
年
以
下
の
懲
役
又
は
１
０
０
万
円

以
下
の
罰
金
が
、
ま
た
、
み
だ
り
に
愛
護

動
物
を
虐
待
し
、
ま
た
は
遺
棄
し
た
者
に

は
、　

万
円
以
下
の
罰
金
等
が
科
せ
ら
れ

３０

ま
す
。

《飼
主
が
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ル
ー
ル
》

①
ペ
ッ
ト
の
放
し
飼
い
は
し
な
い
こ
と
。

②
公
園
、
道
路
な
ど
の
公
共
の
場
所
や
人

の
土
地
な
ど
を
汚
物
で
汚
し
た
り
し
な
い

こ
と
。

③
適
正
な
繁
殖
制
限
を
す
る
こ
と
。

《犬
、
猫
の
引
取
り
》

　
犬
や
猫
を
飼
え
な
く
な
っ
た
時
は
、
き

ち
ん
と
飼
え
る
人
に
譲
る
よ
う
努
め
、
そ

れ
が
出
来
な
い
場
合
は
、
静
内
保
健
所
に

引
取
り
を
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
新
冠
町
で
管
理
し
て
い
ま
す
新
冠
共
同

墓
地
に
つ
い
て
、
現
在
空
き
区
画
が
あ
り
、

町
で
は
１
年
以
内
に
お
墓
を
建
立
す
る
方

で
新
冠
町
に
住
所
を
有
す
る
方
に
随
時
墓

地
使
用
申
請
の
受
付
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

産
新
冠
共
同
墓
地

（字
西
泊
津
）

　
　
　
　
　
区
画
６
㎡
　
使
用
料
２
万
円

１４

●
問
い
合
わ
せ
先

　
町
民
生
活
課
町
民
生
活
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
�
緯
　

・
２
１
１
２

４７

ペ
ッ
ト
は
正
し
い
飼
育
を
！

犬
、
猫
の
放
し
飼
い
は
や
め
ま
し
ょ
う
！

 ご
存
知
で
す
か
？
   障
害
基
礎
年
金
！

  国
民
年
金
だ
よ
り

  環
境
衛
生
だ
よ
り

保
険
料
納
付
要
件

裁
定
請
求
の
手
続
き

新
冠
共
同
墓
地
の
公
募
に
つ
い
て
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ぼくとわたしぼくとわたしのの

夢夢

朝日小学校6年生です

新
た
な
担
い
手
対
策

農
業
支
援
員
に
委
嘱
状
を
交
付

　
6
月
1
日
、
町
長
室
に
お
い
て
、
「
地
域
お

こ
し
協
力
隊

（
農
業
支
援
員
）」
に
採
用
さ
れ

た
3
人
に
対
し
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
人
口
減
少
や
高

齢
化
が
進
行
し
て
い
る
新
冠
町
に
お
い
て
、

農
業
労
働
力
の
補
完
、
地
域
の
活
性
化
や
産

業
振
興
等
を
図
る
た
め
、
都
市
部
の
若
者
を

対
象
に
町
が
募
集
し
、
国
の
制
度
を
活
用
し

採
用
し
た
も
の
で
す
。

　
採
用
さ
れ
た
３
人
は
、
旧
太
陽
小
学
校
の

教
員
住
宅
に
居
住
し
、
そ
菜
、
酪
農
や
肉
用
牛

農
家
で
研
修
を
受
け
な
が
ら
農
業
の
基
礎
を

学
び
、
将
来
地

域
農
業
の
担
い

手

と

し

て
自

立

・
定
住
を
目

指
し
て
い
き
ま

す
。
（
写
真
は
町

長
か
ら
委
嘱
状

を
受
け
た
左
か

ら
、
立
桶
さ
ん
、

幕
田

さ
ん
、
白

戸
さ
ん
で
す
。）

harada
長方形
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恵寿荘からのお願い
　恵寿荘では古布が不足していま
す。ご家庭で不要になった古布があ
りましたら恵寿荘に寄贈下さいま
すようお願い申し上げます。
　寄贈に関しての問い合わせ等は
恵寿荘までご連絡ください。

　　　　　　恵寿荘　緯47・2355

ご寄付ありがとう
ございました   <敬称略>
 町 へ
●特別養護老人ホーム｢恵寿荘｣に
役立ててと
☆高月　カヅエ　　 

    （シイタケ20㎏、リンゴ2ダース、メロン10玉）

☆北所　直人　　　（古布段ボール1箱） 

☆田端　繁春  　  （カット布段ボール2箱）

☆杉山　義行　　　 （古布段ボール4箱）

☆吉本　正信　　　 （古布段ボール3箱）

☆ボランティアグループちょぼら　　 （カット布3袋）

☆佐藤　幹雄   （カット布1箱、タオル70本）

☆高橋　満郎　　　　　   （にら1.2㎏）

☆三澤　松栄　　　　　   （青菜4.0㎏）

新冠町社会福祉協議会へ
▼香典返しに代えて
☆中村　房江 （200,000円）

☆金野　章子 （30,000円）

☆小笠原　静江 （30,000円）

【訂正】　

　先月号の『まちのあれこれ』で、藤原隆

一さんの特旨叙位を町長より伝達され

たのは、奥様のミネさんとありますが、

長女の悦子さんの誤りでした。ここに訂

正し、お詫びいたします。

　新冠町では、町民のみなさんへ地震や津波の情報を素早くお知らせす

るために、全国瞬時警報システム （Ｊ(ジェイ)－ＡＬＥＲＴ(アラート)）

を整備しました。

　このシステムは、津波警報や弾道ミサイル情報といった対処に時間的

余裕のない事態が発生した場合に、国から人工衛星を用いて情報が送信

され、まちの防災行政無線から放送が流れるシステムです。この情報は、

自動的に放送するシステムのため、昼夜を問わず２４時間いつでも放送さ

れます。次のような放送が流れたら、アナウンスの指示に従い落ち着い

て行動して下さい。

代表的な放送内容

　警報音が鳴った後、音声放送が流れ、これを3回繰返します。最後に 「こ

ちらは防災新冠です。ピンポンパンポン」と放送し、終了します。

放送内容警報音情報の種類

大津波警報が発表されました。海岸付近の

方は高台に避難してください。（3回繰返し）

消防サイレン

3秒吹鳴2秒休止

×3回

大津波警報

津波警報が発表されました。海岸付近の方

は高台に避難してください。（3回繰返し）

消防サイレン

5秒吹鳴6秒休止

×2回

津波警報

ミサイル発射情報、ミサイル発射情報。当地域に

着弾する可能性があります。屋内に避難し、テレ

ビ、ラジオをつけてください。（3回繰返し）

有事サイレン

14秒

弾道ミサイル

情報

航空攻撃情報、航空攻撃情報。当地域に航空攻撃

の可能性があります。屋内に避難し、テレビ、ラ

ジオをつけてください。（3回繰返し）

有事サイレン

14秒
航空攻撃情報

防災行政無線から津波警報など
緊急情報が自動放送されます。

2011年市町村振興宝くじ

サマージャンボ3億円
7/11迂発売

発売期間：7/11迂～7/29窺
抽 選 日：8/9雨
1等  2億円 （前後賞各5千万円）・2等  1億円

ひだか弁護士
相談センター

●受付時間　
　午前10時～午後4時

●お問い合わせ先　
　ひだか弁護士相談センター

　　　　緯42・8373

66666666666月月月月月月月月月月月
22日 （水）20日 （月）
29日 （水）27日 （月）

77777777777月月月月月月月月月月月
6日 （水）4日 （月）
20日 （水）13日 （水）

要
予
約
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選挙管理委員会からのお

知らせ
酸農業委員会委員選挙

　任期満了により、新冠町農業委

員会委員選挙は、7月5日に告示、

7月10日投票日となります。　

酸農業委員選挙立候補を予定され

ている方へ

　立候補予定者説明会を次のとお

り行ないます。

纂と　き　6月23日 （木）

　　　　　午前11時から

纂ところ　役場2階201会議室

※代理の方が出席されてもよろし

　いです。

酸期日前投票

　投票日当日、都合が悪く投票所

へ行けない方は、期日前投票がで

きますのでご利用ください。

纂期　間　7月6日 （水）～9日 （土）4日間

纂時　間　午前8時30分～午後8時

纂場　所　新冠町役場1階101会議室

●お問い合わせ先

　新冠町選挙管理委員会　　

　　　　　　緯47・2497（直通）

町民優待乗馬のお知らせ
　町民の方々への乗馬優待企画と

して、体験トレッキングと曳き馬

を特別優待価格で行います。

　ご家族やお友達をお誘い合わせ

の上、たくさんのご参加をお待ち

しております。

酸場所

　にいかっぷホロシリ乗馬クラブ

酸日時

　6月12日蚊・19日蚊午後5時スタート

酸内容

　纂体験トレッキング （50分）

　　通常7,000円→1,000円

　纂曳き馬 （350ｍ）

　　通常1,500円→300円

※スタート時間が通常営業時間外

なので、電話にてご予約をお願い

します。

●お問い合わせ先

　にいかっぷホロシリ乗馬クラブ

　お客様担当：藤田

緯47・3351

E－mail　info@horoshiri.jp

消防からのお知らせ
　節婦町にある消防団第2分団庁

舎が新築工事中です。

　工事期間は平成23年5月から

11月中となっていますのでお知

らせいたします。

　なお、火災・救急・救助等の通

報は、今までどおり、局番なしの

119番に連絡願います。

●お問い合わせ先

　消防署新冠支署

　　　　　　　　　 緯47・2666

全国健康保険協会 （協会
けんぽ）からのお知らせ
　北海道支部では、保険料率の低

減に向けた様々な取り組みを行

なっています。

酸生活習慣病予防健診をぜひご利

用ください

　年に1回は健診を受けましょう。

勤務されている事業所を通じてご

本人様宛に既にご案内済みです。

（任意継続の方へは7月にご案内

予定です）ご家族には 『特定健康

診査』がございます。詳しくは下

記あてお問い合わせください。

酸ジェネリック医薬品の使用促進

に取り組んでいます

　これまでに効き目や安全性が実

証されてきたお薬と同等と認めら

れた安価なお薬です。詳しくはか

かりつけの医師や薬局の薬剤師に

ご相談下さい。

●お問い合わせ先

　全国健康保険協会北海道支部

　http://www.kyoukaikenpo.or.jp/

　　　　　　　緯011・726・0352

税務職員募集のお知らせ
　札幌国税局では、税務職員を募

集しています。

酸受験資格

　平成2年4月2日から平成6年

4月1日生まれの者

酸試験の程度

　高等学校卒業程度

酸受験申込期間

　6月21日（火）～6月28日（火）

酸受験申込先

　〒060-0042

　札幌市中央区大通西12丁目

　人事院北海道事務局

　　緯011・241・1248

酸試験日時

　第1次試験　9月4日 （日）

●お問い合わせ先

　浦河税務署総務課

　　緯0146・22・4131
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地上デジタル放送の準備はお済みですか？
　2011年7月24日でアナログ放送から地上デジタル放送へ完全移行されます。

　地上デジタル放送移行後は、地上デジタル放送対応のテレビまたは、地上デジタル放送対応のチューナーが

ないとテレビ放送を見ることができません。また、電波状況やアンテナの状況により、地上デジタル放送対応

のテレビ、チューナーがあっても地上デジタル放送を見ることができない場合もあります。

　7月24日の移行期限がせまり、全国的に工事や注文、各種支援申込みなどが集中してきています。各ご家庭

においても、1日でも早く地上デジタル放送の準備をお済ませください。

地デジ臨時相談コーナー開設のご案内

　新冠町役場庁舎とレ・コード館に 「地デジ臨時相談コーナー」を開設します。

「地デジ臨時相談コーナー」には、地デジに関するパンフレットを準備し、専用電話を設置して、電話による

地上デジタル放送に関するどのようなご相談も受け付けます。 

産開設場所　　臼新冠町役場1Ｆロビー　　渦レ・コード館

産開設期間　　平成23年6月15日 （水）～8月26日 （金）

産開設時間　　臼新冠町役場ロビー　　平日の午前9時から午後5時

　　　　　　　渦レ・コード館　　　　休館日以外の午前10時～午後5時

産地デジ臨時相談コーナーに関するお問い合わせ先

　　　　　　　総務省 北海道中央テレビ受信者支援センター （デジサポ道央）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　緯   011・271・3825　　胃   011・271・3828

地デジチューナーの無償給付等の申込み期限は平成23年7月24日までです

　国が次の方々を対象に行っている地デジチューナーの無償給付等の申込み期限は、地上デジタル放送へ移

行する平成23年7月24日 （水）までです。対象となる方で、申込みを希望される方は、期限までに申込み

をお願いいたします。（申込書は役場窓口にも設置しています）

【地デジチューナーの無償給付とアンテナ工事支援対象世帯】

　①生活保護等の公的扶助を受けている世帯

　②障がい者のいる世帯で、かつ世帯全員が市町村民税非課税世帯

　③社会福祉施設に入所されている世帯

【地デジチューナーの無償給付対象世帯】

　①世帯員全員が市町村民税非課税世帯

※7月24日までに地デジチューナーの無償給付を希望される場合は6月20日 （月）までに申込みください。

　（申込みが集中し、地上デジタル放送移行日までに間に合わない可能性があるためです。）

産支援に関するお問い合わせ先

　総務省地デジチューナー支援実施センター　緯0570・02・3724

○地上デジタル放送移行に関するお問い合わせ先

　総務企画課まちづくりグループ　　緯47・2498

●地域の電波事情 （受信可否調査）●地域の電波事情 （受信可否調査） 

●地デジチューナーの接続方法●地デジチューナーの接続方法 

●各種手続きの支援…など 受信のお困りごとを丁寧にわかりやすくお答えいたします●各種手続きの支援…など　　受信のお困りごとを丁寧にわかりやすくお答えいたします。。 

●15

　問い合わせ先　

社会教育課　図書プラザ

緯45・7777

今月の一冊

『20歳のときに知っておきたかったこと

スタンフォード大学集中講義 』

　　　ティナ・シーリグ／著

高遠 裕子／訳　阪急コミュニケーションズ／出版

　

「決まりきった次のステップ」と

は違う一歩を踏み出したとき、す

ばらしいことは起きる。月並みな

考え方を覆し常識を疑い、新しい

レンズで日常の困難を見つめ直す

ことを、起業家精神と革新のエキ

スパートが伝える一冊です。

アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルアニマル号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号 （移動図書館車）

運行日程 《 6月分 》
15：05～15：35　 　  　 新冠小学校
15：40～16：00　　　 にこにこクラブ （児童館）
16：05～16：30　　 　認定こども園ド・レ・ミ
10：10～10：30　　 　　朝日小学校
10：45～11：00　　 　　新冠こたにがわ学園
10：10～10：30　　 　　朝日小学校
10：40～10：50　　 　　朝日保育所
12：45～13：10　　 　　新冠中学校
10：20～10：30　　　　 美宇保育所
10：45～11：00　　　　 太陽郵便局
15：05～15：35　　 　　新冠小学校
15：40～16：00　 　   にこにこクラブ （児童館）
16：05～16：30　 　   認定こども園ド・レ・ミ
10：10～10：30　　 　　朝日小学校
11：00～11：20　　 　　おうるの郷

 10日
 

　
　14日

 ２1日

 　22日
　24日

　

　28日

●図書プラザイベントカレンダー

場　所事　業　名日　時

図書プラザ　

おはなしのへや

 びっくり箱の

　　　おはなし会

 6月25日 （土）

　　13：30～

「新着ガイド」
速読の達人　　　　　　　　　　　　　　　　 　堀川　直人

速習 ！シンプルに文章を書く技術 　 　 潮田　滋彦

育児の認識学　　　　　　　　　　　　　　　　 海保　静子

哲学する赤ちゃん 　　　　　　　  アリソン・ゴプニック

おしゃれガールズヘアBOOK＋Boy’s　Style　　     成美堂出版編集部

体にも心にもやさしいおうちごはん　　　  　 中村　佳瑞子

寄せ植えの作り方・飾り方 　　　　　　　  吉谷　桂子

星守る犬  続　　　　　　　　　　　　　　　   村上　たかし

効く筋トレ・効かない筋トレ　 　　　　　　　 荒川　裕志

ももこのまんねん日記 　　　　　  さくら　ももこ

93歳。ひとりごとでも声に出して 　　  吉沢　久子

万病息災 　　　　　　　　　　　　　　　　　 吉武　輝子

いちねんせいになったあなたへ 　　　　　　　　　江國　香織

小学生の勉強に役立つ ！日本全国47都道府県おもしろクイズ1000

日本と世界をくらべるえほん 　　　　  ふゆの　いちこえ

サムソン先生のダジャレ英語学習帳 　　　　　よしなが　こうたく

図書プラザでは新聞も定期購読しております
　図書プラザでは全国紙と地域紙のほか、スポーツ

新聞や農業新聞なども購入しており、　保存期間は、

いずれも1年間です。

　また、北海道新聞の縮刷版は平成11年1月分以降

を保存しておりますので、ご活用ください。

☆図書プラザで購入している新聞

　・北海道新聞 （朝刊、夕刊）　・日高報知新聞

　・苫小牧民報　・朝日新聞 　・読売新聞

　・毎日新聞　　・日本経済新聞

　・日本農業新聞 （平成２３年４月から購入）

　・道新スポーツ　　以上９紙

アウトドアに関する図書のコーナーを設置しました
　ハイキングやキャンプ、魚釣りなどアウトドアに

最適なシーズンがやってきました。

　図書プラザでは、ア

ウトドアに関する本を

集めたコーナーを設置

しましたので、山や川、

海に出かける前にご活

用されてはいかがで

しょうか？

　また、アウトドア雑

誌 「山と渓谷」と 「Ｂ

Ｅ-ＰＡＬ」も購入して

おります。
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小竹町長の動静&まちのできごと

5月　　  　●は町長出席

○9日、新冠町体育協会定期総

会●10日、臨時会●16日、新

冠町交通安全推進委員会定期総

会、新冠町防犯協会総会●18日、

農業振興に関する懇談会、日高

地区交通災害共済組合議会臨時

会○18日、町民植樹に係る自治

会長説明会●19日、北海道競馬

振興㈱総会●20日、庁内会議、

禍日高軽種馬共同育成公社株主

総会●23日、新冠建設協会安全

大会、日高中部広域連合議会臨

時会、日高中部衛生施設組合議

会臨時会、日高中部消防組合議

会臨時会、新冠町商工会総会○

27日、禍にいかっぷホロシリ乗

馬クラブ定時株主総会、新冠判

官太鼓保存会総会●27日、㈱新

冠ヒルズ株主総会、新冠町自衛

隊協力会総会●28日、新冠町開

町130年・町制施行50年記念青

少年・ファイターズ記念植樹●

30日、新冠町観光協会総会●31

日、北海道軽種馬振興公社総会

　人　口　5,840人 （前月比　+　 5人）

　　男　　2,817人 （前月比　+　 3人）

　　女　　3,023人 （前月比　+　 2人）

　世　帯　2,648世帯 （前月比　+    7世帯）

　外国人登録者　51人

人の

うごき
（平成23年5月末現在）
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キラリと光る レ・コードなまちキラリと光る　レ・コードなまち      産産団体・サークル紹介団体・サークル紹介産産

　今月号は、馬産地における特色ある少年団、２６年の歴史と輝かしい成績を残している新冠今月号は、馬産地における特色ある少年団、２６年の歴史と輝かしい成績を残している新冠乗乗

馬スポーツ少年団を紹介します馬スポーツ少年団を紹介します。。

【歴史】

　新冠乗馬スポーツ少年団は、昭和60年に設

立され、乗馬活動を通じて団員の豊かな人間形

成と体力の向上を図ると共に、乗馬に対する理

解を深め、併せて団員相互の親睦を図ることを

目的としています。馬産地における特色ある少

年団として少年少女の心身の健全育成と、地場

基幹産業である軽種馬生産育成業の後継者・技

術者育成の礎としての側面を持っています。

　設立当初は練習場・騎乗馬等、満足のいく環

境ではありませんでしたが、これまでの間の、

団役員、父母の会、ほか多くの方々のご尽力に

よって、現在は一年を通して最良の環境で活動

に励んでいます。

　道内の馬術大会にも積極的に参加しており、

多くの優勝、入賞者を輩出しています。少年団

在籍中に国民体育大会・高校総体馬術（所属は

高校馬術部）、全日本乗馬少年団選手権など全

国レベルの馬術大会に参加し優勝、入賞を果た

した選手も多くおり、現在の団員の目標になっ

ています。

【活動内容】　

　通常練習：日曜日午前10時～午後1時

　ナイター練習：6月～10月　週2日

　練習場所：ホロシリ乗馬クラブ

　大会回数：道内馬術大会8回出場

　　　　　　（平成22年度大会出場実績）

　団員数：21人(平成23年6月1日現在)

【団員募集】

　対象は小学3年生～中学3年生まで（男女問

わず）。詳しくは事務局（緯47・3351ホロシリ乗

馬クラブ内）までお問い合わせください。


